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九
大
医
学
部
正
門
か
ら
入
っ
た
す
ぐ
の
75
周
年
記

念
庭
園
の
、医
学
歴
史
館
の
左
側
に
聳
え
る「
神
の
手
」

は
私
生
涯
の
思
い
出
で
す
。
当
時
九
大
病
院
長
だ
っ
た

私
は
松
間
一
立
と
い
う
庭
師
に
作
庭
を
依
頼
し
ま
し

た
。
彼
は
小
説
よ
り
奇
な
る
波
乱
万
丈
の
生
涯
で
、

戦
時
中
、中
国
で
特
務
機
関
に
い
ま
し
た
が
、蒋
介
石
と

信
頼
関
係
に
あ
り
、
戦
後
も
上
海
で
貿
易
商
を
営
ん

で
い
ま
し
た
。
毛
沢
東
政
権
と
な
り
捕
え
ら
れ
て
死
刑
の
判
決
を
受
け
、
日
本
の
公
安

と
の
捕
虜
交
換
で
昭
和
31
年
無
一
物
で
送
還
さ
れ
、
感
ず
る
と
こ
ろ
あ
って
京
都
大
学

で
庭
園
学
を
学
ん
で
庭
師
に
な
り
ま
し
た
。
彼
は
こ
こ
に
世
界
の
至
宝
と
言
わ
れ
る
「
ミ

レ
ス
の
神
の
手
」
を
九
大
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
設
置
す
る
こ
と
を
暗
に
慫
慂
し
ま
す
。

　
カ
ー
ル
・
ミ
レ
ス
（
1
8
7
5
〜
1
9
5
5
）
は
晩
年
眼
を
患
い
、「
神
の
手
」
は

死
去
の
前
年
の
作
で
す
。
両
手
を
空
に
差
し
伸
べて
、
神
の
手
の
上
で
ひ
た
す
ら
天
来

の
光
を
仰
ぎ
見
て
い
る
人
物
こ
そ
彼
自
身
の
心
境
で
す
。
私
は
こ
れ
の
入
手
を
決
意
。

松
間
氏
は
「
ご
決
心
な
さ
れ
ば
、
手
に
は
い
り
ま
す
」
と
、
そ
れ
以
外
は
一
切
無
言
。

　
庭
園
は
昭
和
53
年
11
月
に
完
成
、
彫
刻
な
し
に
庭
園
寄
贈
式
は
行
わ
れ
、
彫
刻
の

予
算
は
他
に
流
用
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
た
ま
た
ま
昭
和
天
皇
が
フ
ジ

テ
レ
ビ
鹿
内
社
長
の
案
内
で
箱
根
の
森
美
術
館
で
「
神
の
手
」
を
ご
覧
に
な
って
い
る
グ

ラ
ビ
ア
が
週
間
サ
ン
ケ
イ
に
載
っ
た
の
で
す
。
ま
さ
に
天
の
啓
示
！
　
私
は
そ
れ
を
持
っ

て
2
外
科
の
同
門
を
訪
ね
、
3
ヶ
月
で
5
0
0
0
万
円
を
集
め
、
昭
和
54
年
9
月
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
発
注
、
ス
エ
ズ
運
河
経
由
で
翌
年
6
月
に
九
大
に
到
着
、
設
置
さ
れ
た

の
で
す
。

　
生
死
の
間
を
く
ぐ
り
抜
け
た
松
間
庭
師
の
最
後
の
「
生
き
甲
斐
」
が
九
大
庭
園
の

仕
事
と
な
り
、
そ
の
精
神
が
継
承
さ
れ
て
、

九
大
百
年
講
堂
、
歴
史
医
学
館
の
誕
生
と
な

り
、
同
窓
会
の
「
生
き
甲
斐
」
に
な
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。「
生
き
甲
斐
」
は
脈
々
と
継
承

さ
れ
、
い
ま
同
歴
史
館
に
2
階
の
窓
に
「
神
の

手
」
が
映
って
い
ま
す
。

「
生
き
甲
斐
」の
継
承

　
ミ
レ
ス「
神
の
手
」の
物
語

い
の
く
ち

き
よ
し

井
口
　
　
潔

（
九
州
大
学
名
誉
教
授
　
ヒ
ト
の
教
育
の
会
理
事
長
）

散 歩 道
喜寿の花

喜
寿
を
迎
え
た
と
き
、
同
窓
の
「
な
が
さ
き
マ
ン
ド
リ
ン
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
会
」

の
皆
様
よ
り
花
束
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
美
し
か
っ
た
の
で
、
早
速
夜

遅
く
ま
で
か
か
っ
て
一
気
に
絵
を
仕
上
げ
ま
し
た
。
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

創立1955年　医療法人  西福岡病院ご自由にお持ち帰り下さい。

一般病院認定
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西
福
岡
病
院
の
理
念

西
福
岡
病
院
の
理
念

地
域
の
人
々
に
信
頼
さ
れ
る

納
得
と
安
心
の
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。
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協
会
Ｆ
Ｅ
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理
事
長

谷　
正
之

　
広
陵
台
の
住
宅
街
の
ほ
ぼ
中
央
に
広

陵
台
古
墳
公
園
が
あ
る
。
そ
こ
に
残
る

前
方
後
円
墳
の
墳
頂
が
高
田
山（
62
ｍ
）

だ
。

　
J
R
鹿
児
島
本
線
「
赤
間
」
駅
南
口

か
ら
西
鉄
バ
ス
に
乗
り
、「
広
陵
台
中

央
公
園
前
」
バ
ス
停
で
降
り
る
。「
広

陵
台
中
央
公
園
前
」
標
識
が
あ
る
交
点

①
を
過
ぎ
る
と
、
田
畑
が
広
が
り
、
初

夏
に
は
セ
ッ
カ
が
囀
る
。「
リ
サ
ー
チ

パ
ー
ク
入
口
」
標
識
が
あ
る
交
点
②
は

右
へ
。平
坦
な
舗
装
道
路
を
南
進
す
る
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
と
制
限
速
度
40
㎞
標
識

が
あ
る
分
岐
①
は
右
折
。住
宅
街
の
中
、

右
へ
緩
く
カ
ー
ブ
し
な
が
ら
道
な
り
に

進
む
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
と
制
限
速
度
40

㎞
標
識
が
あ
る
交
点
③
を
越
す
と
、
間

も
な
く
分
岐
②
に
着
く
。
案
内
板
が
あ

る
。

　
数
分
上
る
と
、
あ
ず
ま
や
、
解
説
板

が
あ
る
分
岐
③
が
現
れ
る
。
南
東
の
小

高
い
所
を
目
指
し
て
上
る
と
、
す
ぐ
頂

上
に
着
く
。
バ
ス
停
か
ら
30
分
程
だ
。

木
々
に
囲
ま
れ
眺
望
は
な
い
。

　
頂
上
か
ら
下
る
途
中
に
広
場
が
あ

り
、
城
山
な
ど
少
し
眺
望
で
き
る
。
交

点
④
を
過
ぎ
、
広
陵
台
中
央
公
園
に
入

り
、
調
整
池
沿
い
を
歩
く
。
ネ
ム
ノ
キ

た
か　
　
だ　
　

や
ま

高
田
山 〈
宗
像
市
〉

超
低
山
散
歩
14

ぶ
ら
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か 

だ 

や
ま

特　集

認
知
症
に
つ
い
て
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と

認
知
症
と
は

認
知
症
の
増
加

認
知
症
の
種
類

北
原
　
靖
久

き
た

は
ら

や
す

ひ
さ

介
護
老
人
保
健
施
設
西
寿
施
設
長

　
認
知
症
を
お
こ
す
病
気
の
種
類
は
沢

山
あ
り
ま
す
が
、
主
な
も
の
は
①
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
：
50
％
〜
65
％
。②
脳

血
管
性
認
知
症
：
20
〜
25
％
。③
混
合

型
認
知
症
：①
と
②
が
重
な
っ
た
認
知

症
が
10
〜
15
％
。④
レ
ビ
ー
小
体
病
：

10
％
が
主
な
も
の
で
す
。
報
告
に
よ
り

違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
と
脳
血
管
障
害
を
予
防
す
る
こ

と
が
最
も
大
切
で
す
。
性
格
が
変
わ
っ

た
、
少
し
変
だ
と
感
じ
た
ら
か
か
り
つ

け
医
に
速
や
か
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
早
期
発
見
早
期
治
療
が
ほ
か
の
病

気
と
同
様
に
非
常
に
大
事
で
す
。
認
知

症
の
中
に
は
、
早
期
治
療
で
よ
く
な
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
慢
性
硬
膜
下
血
腫
、

甲
状
腺
機
能
低
下
症
、
ア
ル
コ
ー
ル
多

飲
者
に
見
ら
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
B
１
欠
乏

症
や
ビ
タ
ミ
ン
B
12
欠
乏
症
な
ど
が
そ

の
例
で
す
。
長
引
か
せ
る
と
治
ら
な
く

な
り
ま
す
。
早
期
に
専
門
家
の
治
療
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
う
つ
病
や

統
合
失
調
症
は
認
知
症
と
紛
ら
わ
し
い

病
気
で
す
が
、
や
は
り
専
門
家
の
早
期

治
療
が
必
要
で
す
。
認
知
症
の
専
門
医

は
神
経
内
科
医
か
精
神
科
医
で
す
。
福

岡
市
に
は
神
経
内
科
医
と
精
神
科
医
が

合
同
で
診
療
に
当
た
る
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
が
九
州
大
学
病
院
と
福
岡

大
学
病
院
の
２
か
所
に
あ
り
ま
す
。

　
最
も
多
い
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
脳

血
管
性
認
知
症
は
多
く
の
生
活
習
慣
病

と
同
様
に
か
な
り
予
防
が
可
能
で
す
。

知
的
な
活
動
を
続
け
て
い
る
方
が
認
知

症
に
な
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
も
分

か
っ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
や
高
血
圧
症

は
き
ち
ん
と
治
療
し
、
肥
満
や
高
脂
血

症
を
防
ぎ
喫
煙
を
せ
ず
、
程
よ
い
運
動

を
続
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
た
だ
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
は
発
病
す
る

20
年
〜
30
年
前
か
ら
脳
の
変
化
が
始
ま

る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
65
歳
ぐ
ら
い

に
な
っ
て
か
ら
慌
て
て
生
活
を
変
え
て

も
脳
の
変
化
は
元
に
は
戻
り
ま
せ
ん

が
、
1
0
1
歳
で
亡
く
な
っ
た
或
る
修

道
女
は
死
後
の
脳
の
検
査
で
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
の
強
い
変
化
が
認
め
ら
れ
た

の
に
、
生
前
に
は
認
知
症
の
症
状
は
全

く
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
方
は
80
歳
ま
で
数
学
教
師
を

し
、
新
聞
を
毎
日
読
み
周
囲
の
人
々
と

の
会
話
を
楽
し
み
規
則
正
し
い
生
活
を

送
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
高
齢
に
な
っ

て
か
ら
も
、
社
会
に
出
て
頭
を
使
い
身

体
活
動
を
行
う
こ
と
の
大
切
さ
を
示
し

て
い
ま
す
。
脳
血
管
性
認
知
症
は
脳
動

脈
の
硬
化
を
防
ぐ
事
が
一
番
な
の
で
、

生
活
習
慣
病
対
策
が
効
果
的
で
す
。
な

か
で
も
高
血
圧
対
策
が
最
も
大
切
で

す
。
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
の
治
療
と
禁

煙
も
大
切
で
す
。
N
H
K
の
番
組
で
趣

味
の
あ
る
な
し
と
認
知
症
の
発
生
率
と

の
関
係
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

無
趣
味
の
人
を
1
・
00
と
す
る
と
何
か

趣
味
の
あ
る
人
で
は
0
・
60
ぐ
ら
い
に

認
知
症
が
減
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
園

芸
と
旅
行
で
は
0
・
46
に
減
っ
て
い
ま

し
た
。
ぜ
ひ
頭
と
身
体
を
使
い
満
足
感

が
得
ら
れ
る
趣
味
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
「
な
り
た
く
な
い
病
気
」
と
問
わ
れ

て
最
近
は〝
認
知
症
〞と
答
え
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
認
知
症
と
は
ど

ん
な
病
気
で
し
ょ
う
か
。

　
一
度
発
達
し
た
認
知
機
能
が
障
害
さ

れ
て
社
会
生
活
に
支
障
を
き
た
す
状
態

が
６
ヶ
月
以
上
続
き
、
そ
の
原
因
が
意

識
障
害
や
う
つ
病
な
ど
他
の
病
気
で
は

な
い
場
合
を
意
味
し
ま
す
。①
記
憶
障

害
（
内
容
で
な
く
事
柄
を
忘
れ
る
）、

②
見
当
識
（
時
、
場
所
と
人
間
関
係
の

理
解
）
の
障
害
と
③
失
行
（
着
衣
、
入

浴
、
排
泄
な
ど
の
生
活
習
慣
が
実
行
出

来
な
く
な
る
）
等
で
日
常
生
活
が
困
難

に
な
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
以
上
の

３
項
目
を
認
知
症
の
中
核
症
状
と
言
い

ま
す
。
記
憶
障
害
が
な
い
認
知
症
も
あ

り
ま
す
。
介
護
者
に
は
、
認
知
症
の
行

動
心
理
症
状
（
B
P
S
D
）
と
言
わ
れ

る
①
妄
想
（
特
に
物
盗
ら
れ
妄
想
）、

②
興
奮
や
③
徘
徊
が
最
も
悩
ま
さ
れ
る

症
状
で
し
ょ
う
。

　
日
本
は
、
65
歳
以
上
が
21
・
４
％
の

超
高
齢
社
会
で
す
。
認
知
症
は
年
齢
と

と
も
に
増
加
し
ま
す
か
ら
（
65
歳
で
10

人
に
１
人
、
80
歳
で
３
人
に
１
人
）、

高
齢
者
が
増
え
れ
ば
認
知
症
も
増
加
し

ま
す
が
、
食
の
欧
米
化
な
ど
で
そ
れ
以

上
に
認
知
症
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
２

０
１
２
年
現
在
で
65
歳
以
上
の
人
の
４

人
に
１
人
が
認
知
症
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
生
活
習
慣
病
の
原
因
に
な
る
も
の

は
認
知
症
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
２

０
１
２
年
の
統
計
調
査
で
は
、
認
知
症

数
は
４
６
２
万
人
で
、
軽
度
認
知
障
害

者
数
は
４
０
０
万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
軽
度
認
知
障
害
は
放
置
す
る
と
５

年
以
内
に
半
数
が
進
行
し
て
認
知
症
に

な
り
ま
す
。
日
本
の
認
知
症
患
者
は
２

０
２
５
年
に
は
、
７
０
０
万
人
に
達
す

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

老年記の三大認知症（AD, DLB, VaD）

脳血管性認知症（VaD）

脳血管障害

混合型認知症

アルツハイマー病＋脳血管障害

レビー小体型認知症（DLB）

アルツハイマー病（AD）

出典：「認知症を考える ―福岡県療養病床協会講演集―」
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▲広陵台のほぼ中央に座す高田山

が
目
を
引
く
。
分
岐
④
か
ら
階
段
を
下

り
右
へ
行
く
と
、
頂
上
か
ら
10
分
位
で

バ
ス
停
に
戻
る
。

範
　
　
囲

歩
行
距
離

歩
行
時
間

一
口
メ
モ

　
　
　
　
　
宗
像
市
広
陵
台

　
　
　
　
　
２
・
５
㎞

　
　
　
　
　
40
分

　
　
　
　
　
マ
イ
カ
ー
の
と
き
は
、
無

料
駐
車
場（
Ⓟ
１
）に
止
め
る
と
よ
い
。

バ
ス
停
そ
ば
の
赤
木
の
里
で
生
鮮
食
料

品
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

広陵台
中央公園

広陵台
古墳公園

←
至 

宮
若
市

至
宮若市↓

↓

至 JR赤間

→至 
日赤看護大
明天寺山

↑
至 JR教育大前

〈
R7
5〉

〈
R463〉

高田山
（62m）

WC

分
岐
②

分岐①

分岐③

交点①

交点③

交点④

交
点
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〈
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タ
ー
ト
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〈ゴール〉

認
知
症
の
予
防

　
認
知
症
を
お
こ
す
病
気
の
種
類
は
沢

山
あ
り
ま
す
が
、
主
な
も
の
は
①
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
：
50
％
〜
65
％
。②
脳

血
管
性
認
知
症
：
20
〜
25
％
。③
混
合

型
認
知
症
：①
と
②
が
重
な
っ
た
認
知

症
が
10
〜
15
％
。④
レ
ビ
ー
小
体
病
：

10
％
が
主
な
も
の
で
す
。
報
告
に
よ
り

違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
と
脳
血
管
障
害
を
予
防
す
る
こ

と
が
最
も
大
切
で
す
。
性
格
が
変
わ
っ

た
、
少
し
変
だ
と
感
じ
た
ら
か
か
り
つ

け
医
に
速
や
か
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
早
期
発
見
早
期
治
療
が
ほ
か
の
病

気
と
同
様
に
非
常
に
大
事
で
す
。
認
知

症
の
中
に
は
、
早
期
治
療
で
よ
く
な
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
慢
性
硬
膜
下
血
腫
、

甲
状
腺
機
能
低
下
症
、
ア
ル
コ
ー
ル
多

飲
者
に
見
ら
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
B
１
欠
乏

症
や
ビ
タ
ミ
ン
B
12
欠
乏
症
な
ど
が
そ

の
例
で
す
。
長
引
か
せ
る
と
治
ら
な
く

な
り
ま
す
。
早
期
に
専
門
家
の
治
療
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
う
つ
病
や

統
合
失
調
症
は
認
知
症
と
紛
ら
わ
し
い

病
気
で
す
が
、
や
は
り
専
門
家
の
早
期

治
療
が
必
要
で
す
。
認
知
症
の
専
門
医

は
神
経
内
科
医
か
精
神
科
医
で
す
。
福

岡
市
に
は
神
経
内
科
医
と
精
神
科
医
が

合
同
で
診
療
に
当
た
る
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
が
九
州
大
学
病
院
と
福
岡

大
学
病
院
の
２
か
所
に
あ
り
ま
す
。

　
最
も
多
い
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
脳

血
管
性
認
知
症
は
多
く
の
生
活
習
慣
病

と
同
様
に
か
な
り
予
防
が
可
能
で
す
。

知
的
な
活
動
を
続
け
て
い
る
方
が
認
知

症
に
な
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
も
分

か
っ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
や
高
血
圧
症

は
き
ち
ん
と
治
療
し
、
肥
満
や
高
脂
血

症
を
防
ぎ
喫
煙
を
せ
ず
、
程
よ
い
運
動

を
続
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
た
だ
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
は
発
病
す
る

20
年
〜
30
年
前
か
ら
脳
の
変
化
が
始
ま

る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
65
歳
ぐ
ら
い

に
な
っ
て
か
ら
慌
て
て
生
活
を
変
え
て

も
脳
の
変
化
は
元
に
は
戻
り
ま
せ
ん

が
、
1
0
1
歳
で
亡
く
な
っ
た
或
る
修

道
女
は
死
後
の
脳
の
検
査
で
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
の
強
い
変
化
が
認
め
ら
れ
た

の
に
、
生
前
に
は
認
知
症
の
症
状
は
全

く
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
方
は
80
歳
ま
で
数
学
教
師
を

し
、
新
聞
を
毎
日
読
み
周
囲
の
人
々
と

の
会
話
を
楽
し
み
規
則
正
し
い
生
活
を

送
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
高
齢
に
な
っ

て
か
ら
も
、
社
会
に
出
て
頭
を
使
い
身

体
活
動
を
行
う
こ
と
の
大
切
さ
を
示
し

て
い
ま
す
。
脳
血
管
性
認
知
症
は
脳
動

脈
の
硬
化
を
防
ぐ
事
が
一
番
な
の
で
、

生
活
習
慣
病
対
策
が
効
果
的
で
す
。
な

か
で
も
高
血
圧
対
策
が
最
も
大
切
で

す
。
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
の
治
療
と
禁

煙
も
大
切
で
す
。
N
H
K
の
番
組
で
趣

味
の
あ
る
な
し
と
認
知
症
の
発
生
率
と

の
関
係
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

無
趣
味
の
人
を
1
・
00
と
す
る
と
何
か

趣
味
の
あ
る
人
で
は
0
・
60
ぐ
ら
い
に

認
知
症
が
減
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
園

芸
と
旅
行
で
は
0
・
46
に
減
っ
て
い
ま

し
た
。
ぜ
ひ
頭
と
身
体
を
使
い
満
足
感

が
得
ら
れ
る
趣
味
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
「
な
り
た
く
な
い
病
気
」
と
問
わ
れ

て
最
近
は〝
認
知
症
〞と
答
え
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
認
知
症
と
は
ど

ん
な
病
気
で
し
ょ
う
か
。

　
一
度
発
達
し
た
認
知
機
能
が
障
害
さ

れ
て
社
会
生
活
に
支
障
を
き
た
す
状
態

が
６
ヶ
月
以
上
続
き
、
そ
の
原
因
が
意

識
障
害
や
う
つ
病
な
ど
他
の
病
気
で
は

な
い
場
合
を
意
味
し
ま
す
。①
記
憶
障

害
（
内
容
で
な
く
事
柄
を
忘
れ
る
）、

②
見
当
識
（
時
、
場
所
と
人
間
関
係
の

理
解
）
の
障
害
と
③
失
行
（
着
衣
、
入

浴
、
排
泄
な
ど
の
生
活
習
慣
が
実
行
出

来
な
く
な
る
）
等
で
日
常
生
活
が
困
難

に
な
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
以
上
の

３
項
目
を
認
知
症
の
中
核
症
状
と
言
い

ま
す
。
記
憶
障
害
が
な
い
認
知
症
も
あ

り
ま
す
。
介
護
者
に
は
、
認
知
症
の
行

動
心
理
症
状
（
B
P
S
D
）
と
言
わ
れ

る
①
妄
想
（
特
に
物
盗
ら
れ
妄
想
）、

②
興
奮
や
③
徘
徊
が
最
も
悩
ま
さ
れ
る

症
状
で
し
ょ
う
。

　
日
本
は
、
65
歳
以
上
が
21
・
４
％
の

超
高
齢
社
会
で
す
。
認
知
症
は
年
齢
と

と
も
に
増
加
し
ま
す
か
ら
（
65
歳
で
10

人
に
１
人
、
80
歳
で
３
人
に
１
人
）、

高
齢
者
が
増
え
れ
ば
認
知
症
も
増
加
し

ま
す
が
、
食
の
欧
米
化
な
ど
で
そ
れ
以

上
に
認
知
症
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
２

０
１
２
年
現
在
で
65
歳
以
上
の
人
の
４

人
に
１
人
が
認
知
症
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
生
活
習
慣
病
の
原
因
に
な
る
も
の

は
認
知
症
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
２

０
１
２
年
の
統
計
調
査
で
は
、
認
知
症

数
は
４
６
２
万
人
で
、
軽
度
認
知
障
害

者
数
は
４
０
０
万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
軽
度
認
知
障
害
は
放
置
す
る
と
５

年
以
内
に
半
数
が
進
行
し
て
認
知
症
に

な
り
ま
す
。
日
本
の
認
知
症
患
者
は
２

０
２
５
年
に
は
、
７
０
０
万
人
に
達
す

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

アルツハイマー病（AD）の危険因子
AD脳変化は発病の20-30年前から始まっている
中年期の危険因子は、高齢期の危険因子ではない

55歳以下 70歳以上
高血圧
糖尿病

高コレステロール
喫煙

1.8倍
3.2倍
1.7倍
4.8倍

低学歴（教育なし） 11倍

1.0倍
2.0倍
0.9倍
0.5倍

出典：「認知症を考える ―福岡県療養病床協会講演集―」

831

832833

834
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今月の街の行事予定

詳しくは公民館にご確認ください。

健康講話

お問い合わせ先
医療法人 西福岡病院 総務課 ☎092-881-1331

外 来 診 察 表
診療科目 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土曜日

午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  前午  後

内
　
　
科

内　　　科

呼吸器内科

消化器内科
循環器内科
糖尿病内科
神 経 内 科

外　　　　科
整形外科・リハビリテーション科
泌尿器科
皮膚科
眼科

耳鼻咽喉科
婦人科

緩和ケア内科
腫瘍内科
禁煙外来

中村
原田

國武
安藤（文）（予約制）／山田
大園
下田
非常勤
中垣
勝野

福與
非常勤
非常勤

児玉/中村
原田（15時まで）

國武

松尾

高比良
非常勤

中村
原田
髙野
國武

安藤（文）（予約制）／山田
松尾
井野

非常勤
高比良

福與
非常勤
非常勤
非常勤
川上

副島/飯田
原田（15時まで）
髙野
國武
宮本
松尾
下田

非常勤

川上

國武（予約制）

原田
落合（2・4）
國武（1・3・5）
安藤（文）（予約制）／宮本
松尾

非常勤
中垣
勝野

福與
非常勤

森園／非常勤

副島
原田（15時まで）
吉川
國武

大園
下田

高比良

原田
髙野

安藤（文）（予約制）／宮本
松尾
下田
非常勤
中垣
勝野

福與
非常勤
森園／非常勤

川上

濱本
原田（15時まで）
髙野

松尾

非常勤

吉川
國武

安藤（文）（予約制）
大園/松尾
井野

非常勤
高比良

福與
非常勤
非常勤

川上

副島

落合
國武
山田

勝野

川上

飯田/交代

非常勤
非常勤
非常勤

非常勤
非常勤

※ご質問は各科担当医あるいは外来看護長、外来医長までおたずね下さい。
※変更の場合がありますので、外来直通☎092-881-1371もしくは病院代表☎092-881-1331までおたずね下さい。（一覧表もございます。）

2016 JULY  平成28年7月1日発行「西福岡病院だより・生きがい」通巻第206号 禁無断転載  西福岡病院だより 生きがい 《7月号》

〒819-8555 福岡市西区生の松原3-18-8　☎ 092-881-1331・FAX 092-881-1333
（事業者個別番号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.nishifukuhp.or.jp●発行／

医療法人
西福岡病院

住　所

講　師

会　費

と　き

場　所

平成28年7月23日（土）

医療法人西福岡病院  本館3階会議室

西区 生の松原3-18-8
整形外科医師 部長　高比良 知也
無料

午前10時より午前11時まで

☎　092-881-1331

《　　   超高齢社会に整形外科医ができること 》今月の
テーマ ／

831

832833

834

高齢者教室
西 陵 公 民 館 ☎092-891-6342

夏のすごし方と
軽い運動

◎場所 西陵公民館　講堂
◎対象 60歳以上の方
◎内容 血圧測定……………13：10
 夏のすごし方の話…13：30
 簡単な運動をします。動きやすい
 服装でご参加ください。
◎指導 西区地域保健福祉課
 健康運動指導者

子育てミニミニひろば
水あそび

日時　7月28日（木）
　　　10：00～ 12：00
◎場所 西陵公民館　児童等集会室
◎対象 0 ～ 3歳児と保護者
◎指導 保育士 大歯美穂子さん
＊お茶・タオル・
　着替え等の
　準備を
　お忘れなく

日時
7月13日（水）
13：10～ 15：00

H28年  糖尿病教室のお知らせ

医療法人 西福岡病院　☎092-881-1331（代表）お問い合せ先

お気軽に参加いただける教室です。〈西福岡病院 糖尿病サポートチーム〉お気軽に参加いただける教室です。〈西福岡病院 糖尿病サポートチーム〉

7月  8日（金）
7月22日（金）
8月12日（金）
8月26日（金）
9月  9日（金）
9月23日（金）

下田医師・管理栄養士
下田医師・薬剤師　　
下田医師・理学療法士
下田医師・看護師　　
下田医師・管理栄養士
下田医師・薬剤師　　

平成28年 講師
10月14日（金）
10月28日（金）
11月11日（金）
11月25日（金）
12月  9日（金）
12月23日（金）

下田医師・理学療法士
下田医師・看護師　　
下田医師・管理栄養士
下田医師・薬剤師　　
下田医師・理学療法士

休み

平成28年 講師
1月13日（金）
1月27日（金）
2月10日（金）
2月24日（金）
3月10日（金）
3月24日（金）

下田医師・管理栄養士
下田医師・薬剤師　　
下田医師・理学療法士
下田医師・看護師　　
下田医師・管理栄養士
下田医師・薬剤師　　

平成29年 講師

毎月第2・第4金曜日 10:00～10:30日時 糖尿病患者様とそのご家族の方対象 外来総合案内左手側奥（自販機コーナー付近）場所


